子供に 気が つ いて 跳ね起きた。 

「よせ ご 

彼は馳 けて い つ て 姉 を 押しの ける と 自分で その 躑躅 

を ひいて みた。 根 は なかなか 堅かった。 

「堅い やろ。 二人 かかる とええ わご 

そう 姉 は い つ てまた 躑躅に 手 を かけよう とした。 

「行 こ、 つ 行 こ * つ。」 

彼が 姉の 手 を 持っても との 所へ 戻ろうと すると、 姉 

は 未練そう に 後 を 見返りながら、 

きれい もちつつ じ 

「もう じき 綺麗な 花が 咲く え。 あれ 餅 躑躅え。 葉が 

ねばねば する わ。 ああしん どご といった。 



承知が 出来なかった。 

「俺 はちよ つと 腹が 痛 いんだ。 姉さん 処の 昼の 肴 

が 悪 かったん じ やない かね。 姉さん は？」 

と 彼 は 訊ねた。 

姉 は 顔 を 顰める ようにして 彼 を 見ながら、 

「私 どうもな いえ、 ひどう 痛む の？」 と 訊き返した- 

姉 も 痛む といえば また 姉の 腹部の 子供に 触りが 出来 

ている にちがいない という 考えから、 彼 はそう いうか 

け ひきで 訊いた のだった。 ところが 姉の 腹 は 痛んで い 

なかった。 少し 安心が 出来 かける とまた 親の 腹部の 感 

覚と 子供の 感覚と は 全く 別物 だと 気が ついた。 親の 腹 



ひざ 

黙って 上ろうと した。 が、 足が 酷く 汚れて いたので 膝 

で 粗の 寝て いるら しい 奥の間の 方へ 這い 出した。 黄色 

ざぶとん まる 

い 坐 蒲団 を 円め たような ものが 見えた。 

(いるいる。 小つ ぼけな 奴 だ。) 

彼 はに たりと 笑いながら 姪の 上へ 蚊帳の ように 被 

さった。 

(待て、 こり や 俺に 似と るぞ。 ) 

すべ 

彼 は 姪の 唇 を 接吻した。 つるつる 滑る 乳臭い 唇 だ。 

かたつむ リ こぶし くわ 

姪 は 叔父 を 見ながら 蝸牛 のよう な 拳 を 銜えよう とし 

て、 ぎこちなく 鼻の 横へ 擦りつ けた。 

(こ 奴、 俺 そっくり じ やない か。) 



彼 は 不思議な 気がする と、 笑いながら、 俺の 子 じ や 

ない ぞと 思った。 

(よし。 一 人 増した！) 

彼 は 何 かしら を 賞め て やりたかった。 これ こそ 俺の 

うそ 

味方 だ、 噓 ではない ぞ、 と 思った。 

姉のお りか は 笑いながら 晴れ やかな 顔 をして 縁側 か 

ら 上って 来た。 

「何時の 汽車、 二 時？」 

「こ 奴 俺に 似と るね。 似て ないかね ご 

みおろ あか 

おり か は 娘 を 見下す と、 黙って 少し 赧ぃ顔 をして 肩 

たす き 

から 襻 を はずした。 



(その 最初 の瞞し 手が この 叔父 だ。) 

そんな 風に 考える と、 彼 は 自分の した ことが そう 小 

さいこと だと は 思え なくなった。 彼 は 姪 を 抱き起した。 

そして、 謝罪の 気持ちで 姉が 帰って来て 乳 を 飲ませる 

まで 抱き 通して やった。 

六 

次の 日、 山越しに 彼 は 家へ 帰った。 

きのう すし 

「まァ 昨日 帰る と 思うて いたのえ。 お 寿司 こしらえ 

といたの 腐って しもうた ご 



頭 を ソッと 押してみ た。 指さき は 何の 支え も 感じずに 

ひとふし ど こ 

直ぐ 一 節 ほど 臍の 中に 隠された。 それ 以上 押せば 何処 

ま 、- 

までで も 這 入りそう な 気がして ゾッ とすると、 

「いや だ ご といって 手 を 引つ こめた。 

しかし こんな 不安 は 間もなく とれた。 そして、 或る 

日お りか は 彼に 幸 子が 笑い出し たと 嬉しそうに いった。 

見て いると なる は ど 時々 幸 子 は 笑った。 それ は 何物 

しげき とうとつ 

が 刺戟 を 与える のか 解らない 唐突な 微笑で、 水面へ 浮 

び 上った 泡の ように 直ぐ 消えて 平静になる 微笑で あつ 

た。 しかし また その 微笑 を 見せられた 者 は、 これ は 人 

生の 中で 最も 貴重な 装飾 だ と 思わずに はいられない 見 



いると、 男の子 は 向う から、 

「教えて やろう か、 な ァ？」 といい 出した。 

r ァァ 教えて くれ、 どうして 死ん だんだ？」 

ガラス さび 

男の子 は 硝子の 破片で レ— ルの銷 を 落しながら 暫く 

黙って いてから、 

「いや や ご とまたい つた。 

彼 は 男の子 を 黙って 見詰めて いた。 すると、 

「お 母ァが 乳で 殺さ はったん や ご とその 子 はいった。 

「乳で つ て どうして だ？」 

「あのな、 昼寝して て 殺さ はったん や ご 

彼に は 全く 何の こと だか 解らなかった ので 子供の 顔 



「兄さん やない 叔父さん や はな ァご と 姉 は 幸 子 を 見 

ていった。 

「ァ そか そか、 叔父さん がな、 遠い 所で こんなにえ 

え 物 買うて 来て おくれ はった。 ァ— ええ こと、 ソ ー 

ラご 

彼の 母が 人形 を 差し出す と 幸 子 は 祖母の 顔と 人形と 

を 暫く 交り^ f こに 眺めて いてから、 そろそろと 人形 

の 方へ 手 を 出した。 

「あの 顔 ご といって お リかは 笑った。 そして、 自分 

で また 別の 猿の 頭をゴ ムで 作った 小さい 玩具 を 出して 

幸 子の 鼻の 前へ 持って いった。 



幸 子と それから 彼と が 並んで 立って いた。 彼 も 皆 も 今 

別れれば 何日 また 会える か 解ら なか つ た。 

汽車が 動き 出した。 

「バ —ゆうち やん、 バ —ァ、 行つ て 来る え。 バ ー ァ。 」 

彼の 母 は 孫の 顔ば かり を 見て いた。 彼 はもう 母が 自 

分の 方 を 向く か 向く かと 待って いた。 

おり か は 片肩を 歪めて 幸 子 を 前へ 突き出す ようにし 

たが、 幸 子 は 口 を 開いて 汽車の 動く の を 眺めて いた。 

「バ ー ァ、 ゆうち やん ゆうち やん、 バ— ァ、 行って 

来る え、 バ— ァご 

と-つとう 

遂々 母 は 彼の 方 を 一度 も 見なかった。 汽車が 見えな 



「^ -— ィご というと 彼の 方へ 片足 を あげた。 

さんげん 

彼 は 素通りした。 三 間 ほど も 行き過ぎてから、 器物 

を 落とされた ときの 間の 抜けた 顔 をして いる 小僧が 浮 

ぶと、 彼 は 唐突に 吹き出して 笑った。 と、 笑いながら 

よ つ ばら い 

酔漢 のように 身体 を 自由に ぐらぐら させて 歩きた く 

なって 来た。 自棄酒 を 飲みた くな つた。 

片腕の とれた 姪 を 見る 気がしなかった ので、 もう 彼 

は 直ぐ 来る 夏の 休みに も 帰るまい と 思った。 そして、 

日向の 父に そのこと を 報ら せる と、 父から は 直ぐ 返事 

が 来て、 幸 子が 腕 を 切断した というの は 何 かの 間違い 

だろう、 心配す る こと はない、 と 書いて あった。 する 



顔 をして 一 っ桟を 向う へ 渡った。 

彼 は 自分 の 長い 頭の 髪が 恐く 見え るの だと 思った の 

ぽ うし かふ 

で、 帽子 を 深く 冠って 髪 を 隠す と 前へ いざり 出た。 

「こり や、 さァ 来い ご 

ゆき ち. P 

すると 幸 は 少し 周章て てまた 二つ 三 っ桟を 向う へ 

渡って から 彼の 方 を 振り向いた。 

「うむ？ 何んだ いご 

彼が 立って 抱こうと すると、 姪 は桟を 持った まま 叩 

せみ 

かれた 蟬 のように 不意に 泣き出した。 彼 は ぼんやりと 

してし ま つ た。 



十三 

ほ とん 

休暇 中の 彼の 仕事 は 殆 ど 幸 子の 見張りの ために 費 

された。 無論 それ は 誰から も A ザ 令 けられた 役目で はな 

かった。 しかし それ にもかかわらず、 幸 子 は 不思議な 

ほど 彼に 懐かなかった。 彼 は 顔 を いろいろ 歪めて 彼女 

を 笑わせたり、 やり 過ぎる ほど 菓子 を やったり した あ 

とで、 もういい だろうと 思って 恐 わ 恐 わ 「御身よ 御身 

よごとい いながら 彼女の 手 を 握る。 すると、 幸 子 は 直 

ぐ 「ふん、 ふん ご と 鼻 を 鳴らせて 手 を 引いた。 そんな 

時 彼 は 淋しい 気がした。 何 か 子供の 直感で 醜 さ を 匂. - 



だった ので 放さないで いると、 いよいよ 悠長な 本 泣き 

に 変って きた。 彼 は 前へ 押し出して やった。 幸 はいか 

にも 恐ろしい 手から 逃がれ でもす るよう に 急いで 遠く 

はだか ひざがしら 

まで 這い 出してから、 裸体の 膝頭 を 二つ 並べた ませ 

た 格好に 坐って いつまでも 泣いて いた。 彼 はもう 一度 

抱いて やる ぞ という 意 を 示して ど つ と 身体 を 動かす と 

彼女 は 泣き声 を 一 層 張って 周章て て 後へ す ざった。 

(俺の どこが そんなに 嫌いな のだろう、 それに 何ぜ 

此，， 奴が こんなに 可愛い のだろう。) 

彼 は 直ぐ 友達 へ 出す 葉書に ザ J う 書 いた。 

くせもの 

「愛と いう 曲者に とりつかれ たが 最後、 実にみ じめ 



味の 通じぬ こと を 口走って 上機嫌になる。 彼が へと へ 

とに なって 仰向きに 倒れて、 「ァ— ァご というと、 彼 

女 も 同じように 彼の 横へ 寝転んで、 r ァ— ご という。 

しかし 彼が 少しで も 手 を 触れる と 直ぐ 泣き顔 をして 口 

をと がらして 起き 上る。 

「御身よ、 御身よ ご 彼 はた だそう いって 見て いるよ 

り 仕方がなかった。 

彼 は 姉の 家 を 去る 時、 もう 此処へ は 帰るまい と 思つ 

た。 

十四 
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